



















第 2 6 9 0 号
昭和 47 年 12 月 27 日






































第 7 章では、第 3 および第 4 章で示した環化共重合の取り扱いを 2 種のジカルボン酸ジアリルエス
テル聞の共重合にまで拡張し、その共重合挙動を動力学的に検討した。また、ジアリルエステル聞の
共重合の結果から、単独重合あるいはビニル化合物との共重合の際の分析結果をチェックできること
を明らかにしている。
総括では、以上の結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は一連のジカルボン酸ジアリルエステルの単独重合およびビニル化合物との共重合を環化重
合の観点から詳細に検討し、動力学的手法を駆使して重合機構の解明を行なったもので、ジアリルエ
ステルの重合挙動の特徴を明らかにし、環元能と分子構造との関係、環化ラジカルと未環化ラジカル
との反応性の差異および環化共重合反応、の機構などを明確にしている。
本研究の成果は高分子合成化学の環化重合の分野に貴重な知見を提供するとともに、合成樹脂工業
の発展に理論的な基礎資料を与えるもので、化学工業全般の開発に寄与するところが少なくない。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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